
●
リ
ハ
ク
ト
～
運
動
を
始
め
て
み
た
い
方
に
お

す
す
め

●
実
施
日　

12
月
10
日
（
水
）・
17
日
（
水
）・

24
日
（
水
）

●
時
　
間　

①
午
前
９
時
〜
（
湯
原
ふ
れ
あ
い
館
）

②
午
前
10
時
30
分
〜
（
湯
原
ふ
れ
あ
い
館
）

③
午
後
１
時
〜
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
そ
の
他　
初
め
て
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

担
当
：
田
村

●
げ
ん
き
塾
～
軽
く
汗
を
か
き
た
い
方
に
お
す

す
め

●
日
　
時　
12
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

●
場
　
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

●
そ
の
他　

予
約
は
不
要
で
す
。
雨
天
の
場
合

は
室
内
メ
ニ
ュ
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

担
当
：
太
田

●
障
が
い
者
の
地
域
活
動

　

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
と
、
障
が
い
者
支
援

に
関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
交
流
の
場
所
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
ま
で
サ
ロ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

詳
し
い
予
定
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　

担
当
：
小
野

　

毎
月
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
各
種
相
談
や
教

室
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

●
母
子
手
帳
の
交
付

・
母
子
手
帳
を
交
付
す
る
際
は
、
一
緒
に
妊
婦

健
康
診
査
費
を
助
成
す
る
た
め
の
受
診
票
な
ど

を
お
渡
し
す
る
ほ
か
、
妊
娠
期
の
過
ご
し
方
や

各
種
教
室
の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
す
。

・
来
所
さ
れ
た
方
を
お
待
た
せ
し
な
い
よ
う
、

事
前
に
書
類
を
準
備
い
た
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
電
話
連
絡
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

担
当
：
千
葉

●
健
康
相
談

　

お
子
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
健
康
相
談
、

栄
養
相
談
に
保
健
師
、
栄
養
士
が
対
応
い
た
し

ま
す
。

●
申
込
み　
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

担
当
：
太
田

●
こ
こ
ろ
の
相
談

　

専
門
医
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
本
格
的
な
精
神
疾
患
か
ら
、ち
ょ
っ

と
し
た
ス
ト
レ
ス
ま
で
幅
広
く
対
応
し
て
い
ま

す
。

●
実
施
日　
12
月
12
日
（
金
）

●
申
込
み　
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

担
当
：
小
野

け
ん
こ
う
広
場

保
健
セ
ン
タ
ー
通
信

☎３７－２３３１

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皆
様
の
健
康
や
こ
こ

ろ
に
関
す
る
相
談
、
栄
養
や
介
護
に
関
す
る
相

談
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
健
診
の
結
果

で
気
に
な
る
こ
と
や
、
ご
自
身
や
ご
家
族
の
こ

と
で
心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
お
電
話

く
だ
さ
い
。
専
門
の
職
員
が
親
身
に
な
っ
て
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
内
の
「
七
ヶ
宿
ク
ラ
ブ
」

で
は
、
小
学
生
を
中
心
に
、
乳
幼
児
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
が
、
交
流
で
き
る
場
所
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
七
ヶ
宿
ク
ラ
ブ
の
援
助
員
と
し
て
、
２

名
の
職
員
が
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　毎年１２月から３月の冬場にかけて、感染性胃腸炎（ノロウイルス）が多
く流行します。ノロウイルスに感染すると、概ね１～２日の潜伏期間の後に、
下痢・嘔吐・発熱などの症状が見られます。家庭でも、特にトイレから感染
が広がりやすいため注意が必要です。
▷感染経路
　ノロウイルスに汚染された食品（二枚貝など）の摂取や、感染した人の便
や嘔吐物等から感染します。
▷感染の予防法
　最も効果的な予防策は、手洗いです。調理の前やトイレの後には、石鹸と
流水でよく洗いましょう。
▷汚物の処理
　嘔吐物等は速やかに処理し、処理中・後は十分に換気をしてください。また、
使い捨てのマスクや手袋を使用するなど、直接触らないように気をつける必
要があります。
▷消毒のポイント
　塩素系漂白剤を薄めて使用すると効果的です。トイレのドアノブや蛇口等
手を触れるところは、きちんと消毒してください。漂白剤を使用できない場
合には、熱湯やスチームアイロンなどの蒸気を１分間以上あてて消毒します。
　もし、下痢や嘔吐が続く場合は、かかりつけの医師に相談したり、家庭で
も水分栄養の補給を十分に行いましょう。　　　　　　　　　　　　　　　

保健師／千葉

嘔吐・下痢の対応について

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
！
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